
（別紙３）

～ 令和8　年　2月　28日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

～ 令和8　年　2月　21日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・月別に○○サーキットとテーマを作り、利用者の興味関心

を高めていきます。

2
・職員は、利用者の自己決定をできる環境や関わり方で、待

つを意識高めていきます。

3
・安心安全から生まれるチャレンジを自信につなげていきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・会議などで、必要性と意識統一を図り、まず実践すること

から始めます。

2
・先輩職員が接している利用者を間近で見て、学んでいくよ

うにしていきたいです。

3
・先輩と一緒に同行するなどで、徐々に学びの楽しさを知っ

てもらう体験を積んでいってもらうようにしたいです。

○事業所名 一般社団法人　大和健康ＣＬＵＢ

○保護者評価実施期間
令和8　年　2月　17日

○保護者評価有効回答数

令和8　年　2月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8　年　3月　11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・発達の段階や運動の原理の知識が足らないように思います。 ・研修などの参加が、消極的だと感じています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者との接点が多い中、必要な関わり方や相談に乗れてな

いこともあります。
・職員によって、関わり方に差があります。

・利用者に振り回されるケースがある職員もいて、導きが難し

いと思われる方もいます。

・幼少時の関わり方や良い悪しの境界線があいまいであるよう

に思います。

・からだを思いっきり動かし、気持ちの発散ができて、スッキ

リして帰られます。

・からだを動かす遊びを中心におき、あそびたい・うごきたい

環境設定をしています。

・利用者の気持ち（思い）をきちんと受け入れ、主体性

や自主性を大切にしています。

・利用者の発信を否定することをなくし、肯定的に受け入れ、

思いを共有しています。

・利用者の好きなことを優先し、その中から遊びを広げていく

中で、さらなる充実感や安心感を経験できることが期待できま

す。

・たくさん遊ぶ中で、楽しい遊びや好きな遊びを見つけ、たく

さんの楽しい好きの積み重ねを行います。

事業所における自己評価総括表公表


